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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成24年8月9日(2012.8.9)

【公表番号】特表2012-514889(P2012-514889A)
【公表日】平成24年6月28日(2012.6.28)
【年通号数】公開・登録公報2012-025
【出願番号】特願2011-544381(P2011-544381)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｊ  11/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｗ  72/04     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｊ  11/00    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｑ   7/00    ５４８　

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月15日(2012.5.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおける基地局装置において、
　搬送波構成（ｃａｒｒｉｅｒ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）及び帯域幅（ｂａｎｄｗ
ｉｄｔｈ）を基盤としてプリアンブルシーケンスを決定するシーケンス発生器と、
　前記プリアンブルシーケンスを変調する変調器と
　変調された前記プリアンブルシーケンスを予め定められたマッピング規則に従って決定
された副搬送波集合にマッピングする副搬送波マッピング器と、
　前記プリアンブルシーケンスを送信する送信器と、
　を含む装置。
【請求項２】
　前記プリアンブルシーケンスの長さは、２１６であることを特徴とする請求項１に記載
の装置。
【請求項３】
　前記副搬送波集合に含まれる副搬送波は、１個の副搬送波間隔に離隔されていることを
特徴とする請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記副搬送波集合は、下記の数式のように決定されることを特徴とする請求項１ないし
３のいずれか一項に記載の装置、
ＰＳＣＨＣａｒｒｉｅｒＳｅｔ＝２・ｋ＋４１
　ここで、前記ＰＳＣＨＣａｒｒｉｅｒＳｅｔは、プリアンブルのために割当された副搬
送波のインデックスを意味し、前記ｋは０から２１５までの定数であってインデックス２
５６はＤＣ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｃｕｒｒｅｎｔ）副搬送波を指示する。
【請求項５】
　前記プリアンブルシーケンスは、下記表に示す候補らのうち一つに決定されることを特
徴とする請求項1ないし４のいずれか一項に記載の装置。
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【表１】

【請求項６】
　前記帯域幅及び前記搬送波構成の組合と前記プリアンブルシーケンスとの間の対応関係
は、下記表と同様であることを特徴とする請求項１ないし５のいずれか一項に記載の装置
。

【表２】

【請求項７】
　前記副搬送波にマッピングされた前記プリアンブルシーケンスをＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏ
ｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）変調
することによってプリアンブルシンボルを生成するＯＦＤＭ変調器をさらに含み、
　前記プリアンブルシンボルは、同じ信号が２回繰り返すパターンを有していることを特
徴とする請求項３に記載の装置。
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【請求項８】
　無線通信システムにおける端末装置において、
　プリアンブルシンボルにて予め定められた副搬送波集合内の副搬送波から信号を抽出す
る副搬送波抽出器と、
　前記副搬送波集合から抽出された信号を復調してプリアンブルシーケンスを検出する復
調器と、
　前記プリアンブルシーケンスに対応される搬送波構成（ｃａｒｒｉｅｒ　ｃｏｎｆｉｇ
ｕｒａｔｉｏｎ）及び帯域幅（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）を獲得するシーケンス復調器と、
　を含む装置。
【請求項９】
　前記プリアンブルシーケンスの長さは、２１６であることを特徴とする請求項８に記載
の装置。
【請求項１０】
　前記副搬送波集合に含まれる副搬送波は、１個の副搬送波間隔に離隔されていることを
特徴とする請求項８または９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記副搬送波集合は、下記の数式のように決定されることを特徴とする請求項８ないし
１０のいずれか一項に記載の装置、
ＰＳＣＨＣａｒｒｉｅｒＳｅｔ＝２・ｋ＋４１
　ここで、前記ＰＳＣＨＣａｒｒｉｅｒＳｅｔは、プリアンブルのために割当された副搬
送波のインデックスを意味し、前記ｋは０から２１５までの定数であってインデックス２
５６はＤＣ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｃｕｒｒｅｎｔ）副搬送波を指示する。
【請求項１２】
　前記プリアンブルシーケンスは、下記表に示す候補らのうち一つに決定されることを特
徴とする請求項８ないし１１のいずれか一項に記載の装置。
【表３】

【請求項１３】
　前記帯域幅及び前記搬送波構成の組合と前記プリアンブルシーケンスとの間の対応関係
は、下記表と同様であることを特徴とする請求項８ないし１２のいずれか一項に記載の装
置。
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【表４】

【請求項１４】
　受信信号を基底帯域サンプルデータに変換する受信部と、
　プリアンブル信号の時間領域の繰返しパターンを利用して前記サンプルデータから時間
同期を獲得する時間同期獲得器と、
　前記時間同期を基準として受信サンプルデータをＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）復調して前記プリア
ンブルシンボルの周波数領域のデータを生成するＯＦＤＭ復調器とをさらに含み、
　前記プリアンブルシンボルは、同じ信号が２回繰り返すパターンを有していることを特
徴とする請求項８ないし１３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１５】
　無線通信システムにおけるプリアンブル（ｐｒｅａｍｂｌｅ）の送信方法において、
　搬送波構成（ｃａｒｒｉｅｒ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）及び帯域幅（ｂａｎｄｗ
ｉｄｔｈ）を基盤としてプリアンブルシーケンスを決定する過程と、
　前記プリアンブルシーケンスを変調する過程と、
　変調された前記プリアンブルシーケンスを予め定められたマッピング規則に従って決定
された副搬送波集合にマッピングする過程と、
　前記プリアンブルシーケンスを送信する過程と、
　を含む方法。
【請求項１６】
　前記プリアンブルシーケンスの長さは、２１６であることを特徴とする請求項１５に記
載の方法。
【請求項１７】
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　前記副搬送波集合に含まれる副搬送波は、１個の副搬送波間隔に離隔されていることを
特徴とする請求項１５または１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記副搬送波集合は、下記の数式のように決定されることを特徴とする請求項１５ない
し１７のいずれか一項に記載の方法、
ＰＳＣＨＣａｒｒｉｅｒＳｅｔ＝２・ｋ＋４１
　ここで、前記ＰＳＣＨＣａｒｒｉｅｒＳｅｔは、前記プリアンブルのために割当された
副搬送波のインデックスを意味し、前記ｋは０から２１５までの定数であってインデック
ス２５６はＤＣ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｃｕｒｒｅｎｔ）副搬送波を指示する。
【請求項１９】
　前記プリアンブルシーケンスは、下記表に示す候補らのうち一つに決定されることを特
徴とする請求項１５ないし１８のいずれか一項に記載の方法。
【表５】

【請求項２０】
前記帯域幅及び前記搬送波構成の組合と前記プリアンブルシーケンスとの間の対応関係は
、下記表と同様であることを特徴とする請求項１５ないし１９のいずれか一項に記載の方
法。
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【表６】

【請求項２１】
　前記副搬送波にマッピングされた前記プリアンブルシーケンスをＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏ
ｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）変調
することによってプリアンブルシンボルを生成する過程をさらに含み、
　前記プリアンブルシンボルは、同じ信号が２回繰り返すパターンを有していることを特
徴とする請求項１７に記載の方法。
【請求項２２】
　無線通信システムにおけるプリアンブルを受信する方法において、
　プリアンブルシンボルにて予め定められた副搬送波集合内の副搬送波から信号を抽出す
る過程と、
　前記副搬送波集合から抽出された信号を復調してプリアンブルシーケンスを検出する過
程と、
　前記プリアンブルシーケンスに対応される搬送波構成（ｃａｒｒｉｅｒ　ｃｏｎｆｉｇ
ｕｒａｔｉｏｎ）及び帯域幅（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）を獲得する過程と、
を含む方法。
【請求項２３】
　前記プリアンブルシーケンスの長さは、２１６であることを特徴とする請求項２２に記
載の方法。
【請求項２４】
　前記副搬送波集合に含まれる副搬送波は、１個の副搬送波間隔に離隔されていることを
特徴とする請求項２２または２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記副搬送波集合は、下記の数式のように決定されることを特徴とする請求項２２ない
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し２４のいずれか一項に記載の方法、
ＰＳＣＨＣａｒｒｉｅｒＳｅｔ＝２・ｋ＋４１
　ここで、前記ＰＳＣＨＣａｒｒｉｅｒＳｅｔは、前記プリアンブルのために割当された
副搬送波のインデックスを意味し、前記ｋは０から２１５までの定数であってインデック
ス２５６はＤＣ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｃｕｒｒｅｎｔ）副搬送波を指示する。
【請求項２６】
　前記プリアンブルシーケンスは、下記表に示す候補らのうち一つに決定されることを特
徴とする請求項２２ないし２５のいずれか一項に記載の方法。
【表７】

【請求項２７】
　前記帯域幅及び前記搬送波構成の組合と前記プリアンブルシーケンスとの間の対応関係
は、下記表と同様であることを特徴とする請求項２２ないし２６のいずれか一項に記載の
方法。
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【表８】

【請求項２８】
　受信信号を基底帯域サンプルデータに変換する過程と、
　前記プリアンブルの時間領域の繰返しパターンを利用して前記サンプルデータから時間
同期を獲得する過程と、
　前記時間同期を基準として受信サンプルデータをＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆ
ｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）復調して前記プリア
ンブルシンボルの周波数領域のデータを生成する過程とをさらに含み、
　前記プリアンブルシンボルは、同じ信号が２回繰り返すパターンを有していることを特
徴とする請求項２２ないし２７のいずれか一項に記載の方法。
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